
＜ 夏（梅雨）の生きもの観察 ～その他の生きもの ＞
つ ゆ

こんにちは。牛久二小 4年生との夏の生きもの観察、今回はその他の花や虫などを紹介します。
しょうかい

まず、花に来ていたチョウから。１組さんが教室にもどる時に、ヒマワリの蜜を吸うチョウを見つ
みつ す

けてくれました。ヒマワリはこれで１つの大きな花に見えますが、よく見るとタンポポ同様、たくさん
どうよう

の花の集まりであることが分かります。外側に大きな花弁をもった舌状花が並び、虫を誘います。そし
そとがわ か べん ぜつじょう か なら さそ

て内側にはたくさんの小さな筒状花（管状花）がびっしりつまって、外側から順に咲いていきます。
うちがわ とうじょう か かんじょう か そとがわ

右上の写真で、筒状の花から飛び出して二またに分
しゃしん とうじょう

かれているのが雌しべですよ。こうして確実に受粉も
め かくじつ じゅふん

行われ、たくさんのタネ（果実）ができるわけです。
か じつ

花に来ていたのは、ヒメアカタテハ。タテハチョウ科
か

のなかまなので、足が一見４本に見えますね。
いっけん

シロツメクサには、小さなシジミチョウが来てい

ました。ヤマトシジミです。細いストローをのばし
ほそ

て、蜜を吸っていましたね。
みつ す

その他、サルスベリも咲き始め、その根もとでマンリョウがかくれるように咲いていました。大輪
さ はじ さ たいりん

キンシバイは、５月終わり頃からずっと咲いていますね。
ころ さ
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ヒマワリの蜜を吸う、ヒメアカタテハ。前足が退化していて、一見、４本足に見える。
みつ す たい か いっけん

サルスベリの根もとで咲くマンリョウ（左）と、花期の長い大輪キンシバイ（右）。
さ か き たいりん

シロツメクサの蜜を吸う、ヤマトシジミ。
みつ す



校舎うらの側溝に、アブラゼミが落ちていました。「足が動いている!」というので、近くのタワシ
こうしゃ そっこう お

ですくい上げました。うまく飛べるようになったでしょうか。北側の桜の根もとに開いた小さな穴はセ
きたがわ さくら あ あな

ミの抜けた穴で、これからもっと増えるでしょう。ぬけがらを見つけた子もいましたね。
ぬ あな ふ

ダンゴムシも、人気者です。手のひらに乗せてころがし、「丸まったよー」と見せてくれました。
にん き もの の まる

ダンゴムシは敵に襲われた時に身を守るため丸くなるそうですから、コロコロ転がされることで襲われ
てき おそ み まも まる ころ おそ

たと判断したのでしょうね。ところでダンゴムシは、足６本じゃないから昆虫ではないですね。では、
はんだん こんちゅう

足は何本あるでしょう？ 答えは 14本。ただし生まれたばかりは 12本で、大人になるまでに２本増
ふ

えるのだそうです。不思議だね。乾燥に弱く、落ち葉や石のうらなど湿ったところでよく見つかります。
ふ し ぎ かんそう お ば しめ

側溝にいたオオミスジコウガイビルには、び
そっこう

っくりしましたね。一番長いので、１メートル近く

ありました。ヒルといっても血を吸うヒルのなかま
ち す

ではなく、プラナリアに近いなかまです。
ちか

その他、セグロアシナガバチとオオチャバネ

セセリは、写真だけ。 【理科支援員：宮内】
しゃしん

側溝に落ちていて、たわしで 救 出 したアブラゼミ（左）と、セミの抜けた穴（右）。
そっこう お きゅうしゅつ ぬ あな

手のひらで丸まったダンゴムシ（左）と、そのアップ（右）。
まる

側溝を移動していたオオミスジコウガイビル（左： 中 国原産でプラナリアに近いなかま）と、そのアップ（右）。
そっこう い どう ちゅうごくげんさん ちか

セグロアシナガバチ（左）と、オオチャバネセセリ（右）。


